
4. 栃木南部地区

現地調査委員会の開催状況 
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4.1 議事次第 
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集合（JR小山駅駅 東口） 10:30

概要説明（事業所） 10:30 ～ 10:45

移動（事業所～現地) 10:45 ～ 11:00

現地調査（３０分） 11:00 ～ 11:30

昼食（道の駅 思川） 11:30 ～ 12:10

移動（現地～事業所） 12:10 ～ 12:25

１．開会 12:45

２．挨拶（栃木南部農業水利事業所 筧所長） 12:45 ～ 12:50

３．出席者紹介 12:50 ～ 12:55

４．議事

（１）説明（４５分） 12:55 ～ 13:40

（２）質疑応答（６０分） 13:40 ～ 14:40

５．挨拶（関東農政局 進藤地方参事官） 14:40 ～ 14:45

６．閉会 14:45

室内検討 12:45～14:45

平成30年度 関東農政局管内国営事業総合技術支援

栃木南部地区 現地調査委員会

議 事 次 第

開催日時  ：平成30年12月13日（木）

現地調査 10:30～12:00
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4.2 出席者名簿 
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委 員 長 田 中 忠 次 東京大学 名誉教授

委    員 入 江 正 樹 清水建設株式会社 土木技術本部 上席エンジニア

〃 中 村 幸 一 株式会社 安藤・間 土木事業本部

農林水産省 関東農政局

進 藤 惣 治 地方参事官（各省調整）

田 村 和 義 農村振興部 水利整備課 課長補佐

土地改良技術事務所

内 海 晋 所長

白 鳥 勝 弘 専門技術指導官

小 林 愛 建設技術課 設計技術第１係

栃木南部農業水利事業所

筧         直  樹 所長

小 林 信 行 次長

林  範 昭 調査設計課長

片 平 憲 利 技術専門官

岸 川 哲 也 設計係長

（一財）日本水土総合研究所

小 倉 健一郎 主任研究員

井 上 吉 弘 主任研究員

内外エンジニアリング

姫 野  俊 雄 取締役 東京支社 技術統括部長

長 馬  禎 東北支店 技術部長

平成30年度 関東農政局管内国営事業総合技術支援

栃木南部地区 現地調査委員会

出 席 者 名 簿
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4.3 議事録 
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開会 

筧所長挨拶 

事務連絡 

岸川設計係長資料説明 

田中委員長： ケース１は基本的に無理ということか。

岸川係長： 交差点へのアクセスを別途検討しなければならないので現時点では考え

ていません。 

田中委員長： 工事期間は 1年という理解でいいのか。 

小林次長： 技術的な課題と協議の対応として、事業所としては 1年と考えています。 

入江委員： ボックスの据付箇所の掘削は、幹線道路近接作業であることがポイント

と考えられます。掘削方法について、道路側は土留め鋼矢板を打設して、

それ以外はオープン掘削なのですか。 

小林次長： その計画です。 

入江委員： 地下水位が高い条件ですが、オープン掘削では地下水に対する処置をど

のようにするかが課題となります。通常ならば水替えが考えられますが、

幹線道路沿いでは地下水低下に対する処置ができていないといろいろとト

ラブルが発生します。

仮設の物量が増えたり、補助工法として地盤改良が必要になったりする

と、工程遅延の要因になると考えられます。 

また、道路側の山留め鋼矢板は自立式を想定されているようですが、掘

削深さが 3.5ｍ～4.0ｍになると山留めの変位が大きくなり道路に対する影

響が考えられます。十分な検討が必要だと思います。 

田中委員長：  鋼矢板に関してはかなり注意が必要と感じます。鋼矢板打設のイメージ

図はありますか。 

小林次長： そこまでは検討していません。 

田中委員長： 鋼矢板の下端は Ag 層なので十分な検討が必要だと思います。 

小林次長： 自立となると長さが長くなります。施工を加味すると排水や自立の問題

もあるので、実施施工はその点を考慮します。 

入江委員：  工程に関する検討が次のステップなので、早い段階で検討した方がいい

と思います。 

田中委員長： 鋼矢板は安全率 10 倍を確保しても問題が発生する事例があります。 

小林次長： 地下水を考慮した場合、地盤改良も検討する必要があると考えています。 

- 55 -



中村委員： プレキャストのボックスは上下分割ですか。 

コンサル： P15に図面がありますが、上下分割です。 

中村委員： 長さ 1.5ｍが基本となりますが、重量は幾らですか。 

小林次長： 10ｔ程度です。 

中村委員： おのずと使用するクレーンとその旋回範囲が決まり、P32の横断図では、

ボックス床掘法肩に近い箇所にクレーンを据えて設置する計画になると思

います。現道もしくは迂回路を走行中の車の頭上を旋回するわけにはいか

ないし、1：0.5 の法面の安定も検討する必要があります。 

入江委員：  プレキャストボックスを搬入するトレーラーの大きさやクレーンの仕様

等を総合的に検討して、作業スペースの大きさが妥当かどうか判断する必

要があります。 

小林次長：  搬入機械の進入場所や軌跡を確認し、先ほど中村委員より指摘のありま

した法面の安全性についても検討する余地があります。 

田中委員長：  細砂の土質で 1：0.5の勾配で、かつ地下水位が高い状態で問題ないので

すか。場合によっては固化が必要ではないですか。 

小林次長： 緩くなる土質なので、改良についても検討します。 

田中委員長： 掘削深さはどれ位ですか。 

小林次長： 4.5ｍ程度です。 

小林次長： 現道と迂回路の間が作業スペースになるので、その中で作業計画図を作

成して検討します。 

入江委員： 協議の中で夜間しか施工出来ないということはありますか。 

林設計課長： 夜間施工については協議していません。 

入江委員： Ag層のマトリックスの性状によっては、掘削時にすべりや沈下が発生す

る可能性があるので精査が必要と思います。 

田中委員長： P16に土質定数の記載がありますが、これは原位置の結果ですか。 

小林次長：  原位置の結果になります。やはり土羽で持つかが問題であり、場合によ

っては改良や土留めも検討する必要があります。 

田中委員長： ケース２が工費的にも 1番安いのですか。

小林次長： ケース２が一番安くなっています。

田中委員長： 非かんがい期だけで施工は可能ですか。 

小林次長：  約半年で施工は可能です。交通量の多い道路の近接作業になるので工期

は短い方がいいと考えています。ケース２もしくは３においても指摘の部

分は共通なので、対策は十分検討する必要があります。 

中村委員： ケース２を前提で考えて、国道協議の中で迂回路の線形を変えられない

とするならば、施工時の仮設スペースは限定されてしまいます。しかも、

開削となれば作業場所が分割され横断ができなくなります。その中で材料
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の荷下ろし、機械の配置、クレーンの旋回方向等いろいろな検討が必要と

なります。 

工程に関する施工者側の意見として、ケース３は一回の施工量が小さく、

細分化されるので不確定要素が多い。ケース２の方は一回の施工量がまと

まっており工程遅延のリスクも少ない工法だと思います。 

小林次長： ケース３は工夫が必要で、図面上よりヤードは狭いと思いますので、実

現可能な仮設かどうか検討したいと思います。 

入江委員：  幹線道路近接作業であり、また強風も考えられるので、高さの低い機械

類を選定する計画にした方がいいと思います。 

 また、P52 に吊り防護の計画図がありますが、吊り桁は何を想定してい

ますか。 

岸川係長： Ｈ形鋼とワイヤーでの固定を考えています。 

入江委員： スパンが 20ｍ以上あるので、途中に桁受けの支持杭が必要です。施工計

画のポイントになると思います。 

小林次長： 移設を考慮した仮設になるかと思うので、今後検討を進めていきます。 

田中委員長： 道路管理者との協議は今後行うのですか。 

小林次長： 工事の状況を説明しており、具体的な協議は今後行います。 

中村委員： 2 条の仮設パイプを計画されていますが、非かんがい期に河川断面を超

える出水の履歴はあるのですか。 

小林次長：  非かんがい期の 1/2の計算で計画しています。昨年の台風 21号で 175㎜

の降雨量を記録していますので、仮設に関しては慎重に検討する必要があ

ります。 

中村委員：  仮設パイプはこれ以上の直径は難しいと思うので、非常時の対応として

越流した場合、国道 50号線に影響を及ぼさないような仮設計画が必要だと

思います。 

小林次長：  施工中に関しては、施工場所に流さざるを得ないので、発注に関しては

保証の問題も含めて検討を行います。 

田中委員長： 上流側に湛水するのは問題無いのですか。 

小林次長： 湛水させることは出来ないので、空き容量がある上流の排水路でバイパ

スを計画し、施工位置に流れる水を出来るだけ少なくすることは計画して

います。 

進藤参事官 挨拶 

閉会 
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4.4 検討結果の整理 
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現地調査員会とりまとめ 

 

 現地調査委員会の検討結果として、国道 50号線の仮廻しについては、３ケースの内、ケース

２が施工性の観点から妥当と判断され、ケース２を前提とした。主な助言は、以下のとおり。 

  

・ボックスカルバートの重量や作業半径を考慮した作業機械を選定すること。 

・クレーン据付け場所の掘削法面の安定性の確認・検討をすること。 

・限られた作業スペースの中で作業が可能か検討すること。 

・鋼矢板による土留めについて安定性を検討すること。 

・掘削及び土留めにあたっては、地下水の影響について検討すること。 

・吊り防護について、支柱の有無も含め、詳細を検討すること。 

・工事期間中の仮廻し水路については、洪水時等の国道５０号への影響についても検討し、必

要な対策をとること。 

 

 次項に、助言に対する対応方針を記載する。対応方針については、合同委員会で審議すること

とした。 
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平成 30年度 関東農政局管内国営事業総合技術支援業務 

栃木南部地区 現地調査委員会 助言対応方針 

 

№ 助言事項等 対応方針 備 考 

１ ボックスカルバートの重量や作

業半径を考慮した作業機械を選

定すること。 

・作業条件を整理して、作業可能な作業

機械を選定する。 

 

２ クレーン据付け場所の掘削法面

の安定性の確認・検討をするこ

と。 

・「№1」で選定した作業機械に対して、

法面の安定性を検討する。  

・荷重分散を考慮した配置計画にすると

ともに、円弧すべりによる法面の安定

性を検証する。 

 

３ 限られた作業スペースの中で作

業が可能か検討すること。 

・施工段階毎に配置図を作成して、作業

可能であるか確認する。 

 

４ 鋼矢板による土留めについて安

定性を検討すること。 

・安定計算を行い、安定性を検証する。  

５ 掘削及び土留めにあたっては、地

下水の影響について検討するこ

と。 

・平成 30年 2月から測定されている地下

水観測結果を踏まえて、掘削及び土留

への影響を検討する。  

・観測地下水位は、国道 50号北側の地下

水観測孔データを利用する。 

 

６ 吊り防護について、支柱の有無も

含め、詳細を検討すること。 

・吊り防護の構造計算を行い、支柱の要

否を検討する。 

 

７ 工事期間中の仮廻し水路につい

ては、洪水時等の国道５０号への

影響についても検討し、必要な対

策をとること。 

・施工計画では、非かんがい期における

1/2年確率降雨を安全に流下できる仮

廻し水路を計画している。  

・計画を超過する洪水については、施工

を中断して既設道路暗渠から洪水を下

流側に排水する計画とする。  

・参考として、既設道路暗渠の流下能力

が、どの程度の確率年に相当するかを

検討する。 
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4.5 現地調査委員会資料 
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 2
6
 

(
3
)
 
施
工

ス
テ

ッ
プ

図
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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(
4
)
 
情
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ボ
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部
施

工
検

討
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.
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(
5
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概
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工
程
表
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2
. 国

道
５
０
号
横
断
工
の
現
況
 

(
1
) 
位

置
 

                        

図
2
.
1 
位
置
図
 

-
6
-
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ば
ん

ど
う

太
郎

G

至
 水

戸

至
 高

崎

国道50号バイパス
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看
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看
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暗

渠

暗
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の

上
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石

の
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.5

8

2
3.

57
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.4
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呑
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吐
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呑
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吐
口
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.3
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呑
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H
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7
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吐
口

H
=2

2.
6
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呑
口

H
=2
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5
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吐
口

H
=2

2.
1
1

呑
口

H=
22

.5
8

吐
口

H=
22

.3
9

呑
口

H=
不

明

吐
口

H=
22

.1
3

呑
口

H=
不

明

吐
口

H=
22

.2
2

呑
口

H
=2
2
.5

6
吐
口

H
=2
2
.4

4
呑

口
H
=2

2.
5
7

吐
口

H
=2

2.
4
1

呑
口

H=
不

明

吐
口

H=
22

.4
6

呑
口

H
=2

2.
60

吐
口

H
=2

2.
46

呑
口

H=
不

明

吐
口

H=
22
.
02

呑
口

H
=不

明

吐
口

H
=2

2.
4
9

U 450×450

呑
口

H=
22
.
55

吐
口

H=
22
.
43

HP
φ

2
50

V
Uφ

15
0

V
Pφ

30
0

Uφ
3
00

VU
φ

15
0

U
φ
1
50

Uφ
1
00

HP
φ

30
0

V
Uφ

12
5

VU
φ
2
00

V
Uφ

15
0

Uφ
15

0

Uφ
1
00

VU
φ

20
0

22.09 22.38

2
2.

43

2
2.

46

22
.4
3

2
2
.
1
4

（
麦

）

(ビ
)

ビ
)

T
49

T4
8

T
47

T4
6

NO 67+23 200

NO.68

NO.68+26.100

NO.68+30.900

NO.69

NO 69 9

NO.69+15.400

NO.70

H
=2
2
.8

19
)

H=
23

.7
0
7)

H=
23

.6
7
5)

H=
23
.
16

8)

西
清
水
川
排
水
路

国
道
5
0
号
新
設
サ
イ
ホ
ン

西
清
水
川
排
水
路

西
清
水
川
排
水
路

2

3

1

5

ロ
ー

ソ
ン

看
板

6
7

現
地

調
査

概
要

図

平
成

年
月

日

内
外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

図
面
番
号

関
東
農
政
局
 
栃
木
南
部
農
業
水
利
事
業
所

S
=1
:2
0
0

現
地
調
査
概
要
図

図
面
名

事
務
所
名

会
社
名

縮
尺

作
成

年
月

日

工
事
名

西
清

水
川

排
水

路
実

施
設

計
等

業
務

平
成

2
9年

度
栃

木
南

部
農

業
水

利
事

業

平
面

図
S
=
1
/
2
00

※
横
断
工
NO
.
は
基
本
設
計
時
の
も
の
で
あ
る
。

国
道

50
号

(
岩

舟
小

山
B
P
)

1
2

№
6
8
+
2
8
右
岸
(
排
水
4
5
0
×
4
5
0
)

3
№

6
8
+3

0付
近

(
下

流
方

向
)

4
国

道
5
0
号

(
岩

舟
小

山
B
P)

4

電
波

塔
5

№
69
+
1
0
付

近
(
上

流
方

向
)

6
№

6
9
+
3
5
付

近
(
下

流
方

向
)

7

国
道

5
0号

横
断

部

西
清

水
川

排
水

路

-
7
-

- 72 -



  

(
2
)  
現

況
施
設
 

①
現

況
施

設
諸

元
 

国
道

５
０

号
横

断
工

の
現

況
施

設
諸
元

を
表

2.
1
に
示

す
。

 

表
2
.
1 
国
道

５
０

号
横

断
工
の

現
況
施

設
諸

元
 

名
称
 

測
点
 

管
理
者
 

構
造
 

附
帯
構
造

物
等
 

備
考
 

国
道
５
０

号
 

岩
舟
～
小

山
バ
イ

パ
ス
 

N
O
.
68
+
32
.
15
 

国
土
交
通

省
 

ボ
ッ
ク
ス

カ
ル
バ

ー
ト
 

B
2
.
5×

H1
.
35
×
2
連

L
=2
9
.0
m 

上
下
流
側

：
転
落

防
止
柵
 

埋
設
物
：

下
流
側

歩
道
部

情
報
ボ

ッ
ク
ス

V
Uφ

25
0 

 

 

②
現

況
写

真
 

施
設

の
現

況
写

真
を

以
降

に
示

す
。
 

        

 

-
8
-
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(
3
)  
国

道
５
０

号
の

概
要
 

①
現

況
施

設
諸

元
 

国
道

５
０

号
バ

イ
パ

ス
の

道
路

諸
元
を
表

2
.
2
に

示
す

。
 

 

表
2
.
2 
国
道

５
０

号
バ

イ
パ
ス
 
道
路
諸
元
 

                   

②
宇

都
宮

国
道

事
務

所
資

料
 

国
道

５
０

号
の

道
路

管
理

者
で

あ
る
宇

都
宮

国
道

事
務

所
資

料
か
ら

、
国

道
５

０
号

の
標

準
断

面
図

を
引

用
す

る
。

 

                   

   

-
9
-
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平
成

年
月

日

内
外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

図
面
番
号

関
東
農
政
局
 栃

木
南
部
農
業
水
利
事
業
所

図
示新
荒

川
・

西
清

水
排

水
路

基
本

設
計

業
務

排
水
路
標
準
断
面
図
(4
/
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平
成
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年

度
栃

木
南

部
農

業
水

利
事

業

図
面
名

事
務
所
名

会
社
名

縮
尺

作
成
年
月

日

工
事
名

3
 
-
 4
/
9

排
水

路
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準
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図

ア
ン

ダ
ー

ド
レ

ー
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詳
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図
S
=
1
:
20

(
Ⅰ
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型

)

※
ウ
ィ
ー
プ
ホ
ー
ル
は
2
.5
m
毎
に
設
置
す
る

※
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ー
ン
は
、
水
路
底
幅
5.
0m
ご
と
に
最
小
1列

設
置
す
る
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1
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=
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0
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T
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縮
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縮
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縮
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プ
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ダ
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コ
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-8
-
2
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高
炉
B
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1
0
0

1
0
0
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0
0
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1
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-
2
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炉
B
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再
生
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ラ
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ャ
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R
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4
0

ブ
ロ
ッ
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図
S
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1
:2
0

基
礎
材
(
再
生
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
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RC
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40
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 t
=
15
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m

1:0
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天
端
コ
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ク
リ
ー
ト

胴
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コ
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5
0
0

1
2
00
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0

268
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込
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材
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ブ
ロ
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コ
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ク
リ
ー
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ア
ン
ダ
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ド
レ
ー
ン

3
50
×
4
00

(
単
粒
度
砕
石
4
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～
2
0m
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塩
ビ
有
孔
管

V
U
φ
10
0

(
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製
品
)

(
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高
炉
B
)

(
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炉
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張
り
コ
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ク
リ
ー
ト
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=
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0
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(
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-
8
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高
炉
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板

C
F
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1
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R
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4
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プ
ホ
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ル
Ⅰ
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φ
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-
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(
2
)  
国

道
５
０

号
横

断
工

改
修

の
必

要
性
 

現
況

通
水

能
力

は
、
右
の

等
流

計
算
書

に
示

す
と

お
り

、
1
連

Q
=
4.
8
3
7m
3
/s

で
あ

る
た

め
、

2
連

で
は

Q
=9
.
6
7
4
m
3/
s
と

な
る

。
 

一
方

、
設

計
流

量
は

Q=
1
8
.3
3
m
3
/
s
で

あ
る

た
め

、
現

況
通

水
能
力

が
不

足

し
て

い
る

。
 

し
た

が
っ

て
、

本
施

設
は

、
改

修
が
必

要
で

あ
る

。
 

 ま
た

、
国

道
５

０
号

横
断

工
の

設
計
条

件
は

以
下

の
と

お
り

で
あ
る

。
 

①
 
全

面
通
行

止
め

は
で

き
な

い
。

 

②
 
国

道
の
仮

廻
し

は
片

側
２

車
線

を
確
保

す
る

。
 

③
 
国

道
横
断

部
の

排
水

路
は

、
自

由
水
面

で
流

下
さ

せ
る

。
 

④
 
国

道
横
断

部
近

傍
で

営
業

し
て

い
る
店

舗
へ

の
影

響
は

最
小

限
と
す
る
。 

 

         

※
全

体
実

施
設

計
書

よ
り

引
用

 

-
1
2
-

- 77 -



  

(
3
)  
設

計
計
画
 

①
測

点
と

設
計

延
長
 

国
道

５
０

号
横

断
工

の
測

点
と

設
計
延

長
を
表

3
.
2
に

示
す

。
 

表
3
.
2 
測
点

と
設

計
延

長
 

施
設

区
分
 

区
間
 

横
断
工

N
O
. 

測
点

No
. 

平
面

線
形
 

設
計

延
長

(
m)
 

備
考
 

国
道
５
０
号
 

I
-
2 

7
号
 

N
o
.
6
8
+1
7
.
65
0
～
N
o
.
68
+
4
6.
6
5
0

直
線
 

2
9
.
0 

現
道

幅
員

長
 

 

②
設

計
流

量
と

縦
断

勾
配
 

国
道

５
０

号
横

断
工

の
設

計
流

量
と
縦

断
勾

配
を

排
水

路
Ⅰ

-
2
型

か
ら

表
3.
3
に

引
用
す

る
 

表
3
.
3 

設
計

流
量

と
縦

断
勾

配
 

排
水

路
タ

イ
プ
 

計
画

排
水

量
(
m
3
/s
) 

勾
配
 

備
考
 

Ⅰ
－
2
型
 

1
8
.
3
3 

1
/
4
7
0 

 

 

③
断

面
形

状
 

横
断

工
の

断
面

形
状

に
つ

い
て

は
、
横

断
工

前
後

の
排

水
路

形
式
、
『
積

み
ブ

ロ
ッ

ク
+底

版
コ
ン

ク
リ

ー
ト

』
に

接
続
す
る

た
め

、
排

水
の

妨
げ

に
な

ら
な

い
よ
う

に
以

下
の

方
法

で
決

定
し
た

。
 

・
内

空
幅

：
接

続
す

る
積

み
ブ

ロ
ッ
ク

水
路

の
水

面
幅

以
上

を
確
保

す
る

。
 

・
内

空
高

：
接

続
す

る
積

み
ブ

ロ
ッ
ク

水
路

の
壁

高
以

上
を

確
保
す

る
。
 

（
設

定
根

拠
）

現
況

の
横

断
工

接
続
部

は
、

水
路

幅
よ

り
ト

ラ
ン
ジ

シ
ョ

ン
に

よ
り

拡
幅

を
行
い

、
ブ

ロ
ッ

ク
積

水
面
幅
程

度
の

横
断

工
幅

を
確

保
し

て
い

る
。
こ
の

こ
と

よ
り

、
計

画
に

お
い
て

も
同

様
の

接
続

構
造

と
す
る
（
図

3
.
1、

表
3
.
4
参
照
）。

 

図
3
.
1 
横
断

工
断

面
設

定
根
拠

図
 

表
3
.
4 
国
道

５
０

号
横

断
工
断

面
根
拠
 

区
間
 
横

断
工
 

N
O
. 

測
点

N
o
. 

接
続
水
路

断
面
 

内
空
幅
計

算

B
’

=B
1
+d
 

横
断
工
断
面
 

断
面
決
定
 

下
幅

B
1
(m
) 
上

幅
B
2
(m
) 
水

深
d
(
m)
 
壁

高
H
(
m)
 

内
空
幅

B(
m
)

壁
高

H
(
m)

連
数
 

Ⅰ
-
2 

7
号
 

N
o
.
68
+
32
.
15
0 

2
.
3 

4
.
7 

1
.
9
52
 

2
.
4 

4
.
2
52
 

4
.
3
  

2
.
4 

1
 

接
続
水
路

：
積
み

ブ
ロ
ッ

ク
水
路
 

幅
：
接
続

水
路
の

水
面
幅
 

高
：
接
続

水
路
の

水
路
高
 

-
1
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(
4
)  
構

造
形
式

の
比

較
検

討
 

①
構

造
形

式
の

比
較
 

道
路

横
断

工
の

構
造

形
式

に
は

、
次
の

3
タ

イ
プ

の
構

造
形

式
が
考

え
ら

れ
る

。
 

A
.
 

ボ
ッ

ク
ス

案
(
現
場

打
ち
コ

ン
ク
リ

ー
ト

) 

B
.
 

ボ
ッ

ク
ス

案
(
プ
レ

キ
ャ
ス

ト
コ
ン

ク
リ

ー
ト

) 

C
.
 

橋
 

梁
 

案
 

上
記

3
タ

イ
プ

に
つ

い
て

経
済

性
及
び

構
造

性
に

つ
い

て
比

較
検
討

を
行

い
、

道
路

横
断

工
の
構

造
形

式
を

決
定

す
る

。
 

 

②
構

造
形

式
の

比
較
 

次
頁

の
構

造
形

式
比

較
一

覧
表

に
示
す

と
お

り
、

経
済

性
で

は
A.
 
ボ

ッ
ク

ス
案

(
現
場

打
ち
コ

ン
ク

リ
ー

ト
)
が
最
も

有
利
と

な
る

。
 

し
か

し
、

施
工

箇
所

は
国

道
５

０
号
と

地
域

の
主

要
道

路
と

な
っ
て

い
る

。
施

工
中

は
、

迂
回
道

路
を

設
置

す
る

計
画

と
す
る

が
交

通
規

制
が

あ
る

の
で
、

早
期

の
道

路
復
旧
が
可

能
な

B.
 
ボ

ッ
ク

ス
案

(
プ
レ

キ
ャ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
)を

採
用
す

る
。
 

 

-
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(
5
)  
構

造
検
討
 

①
適

用
基

準
 

構
造

検
討

は
、

土
地

改
良

事
業

計
画
設

計
基

準
「

水
路

工
」

に
準
拠

す
る

。
 

 

②
基

礎
地

盤
条

件
 

国
道

５
０

号
横

断
工

地
点

の
土

質
定
数

は
、
表

3
.
6
の

と
お

り
設
定

す
る

。
 

こ
の

土
質

定
数

は
、

右
に

示
す

⑤
B
or

の
層

番
号

③
よ

り
設

定
し
た

。
 

表
3
.
6 
土
質

定
数
 

項
目
 

値
 

備
考
 

基
礎
地
盤

土
質
 

砂
礫
 

 

内
部
摩
擦

角
 
φ

（
°
）
 

3
0 

 

粘
着
力

C(
k
N/
m
2)
 

-
 

 

湿
潤
単
位

体
積
重

量
(
k
N/
m
3)
 

1
9 

 

飽
和
単
位

体
積
重
量
(
k
N/
m
3)
 

1
9
.
8 

 

水
中
単
位

体
積
重

量
(
k
N/
m
3)
 

1
0 

 

 

③
構

造
計

算
条

件
 

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー
ト

に
つ

い
て

は
、

各
メ

ー
カ
に

よ
り

仕
様

が
異
な
る

事
か

ら
下

記
に

示
す

使
用

条
件

を
満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

 

1
)
 
荷
重
 

設
計

荷
重

は
公

道
の

横
断

箇
所

で
あ
る

た
め

自
動

車
荷
重

T
-
2
5
と

す
る

。
 

衝
撃

係
数

は
全

て
の

横
断

工
で

土
被
り

4ｍ
未
満

で
あ

る
た

め
i=
0
.
3
と

す
る

。
 

2
)
 
単
位
体
積
重
量
 

計
算

に
使

用
す

る
単

位
体

積
重

量
は
技

術
書

「
水

路
工

」
よ

り
以
下

の
と

お
り

と
す
る
。
 

・
湿
潤
土
 
1
8
K
N/
m
3 

 
 
 

 
・
飽

和
重

量
 

2
0k
N
/
m3
 

・
水
中
土
 
1
0
.
0K
N
/
m3
 
 
 

 
・
水

 
9
.
8
kN
/
m
3 

・
無

筋
コ

ン
ク

リ
ー
ト

2
3
.0
K
N
/
ｍ

3 

 

-
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  3
)
 
土
質
定
数
 

裏
込

め
土

に
つ

い
て

は
流

用
土

を
利
用

す
る

も
の

と
し

、
現

地
の
土

質
は

砂
質

土
及

び
粘

性
土
が

主
体

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
裏

込
め

土
の

単
位

体
積

重
量
及

び
内

部
摩

擦
角
は
技
術

書
｢
水
路

工
｣よ

り
以

下
の

通
り

と
す
る

。
 

（
裏

込
め

土
）
 

・
裏

込
め

土
の

内
部

摩
擦

角
 

φ
 ＝

2
5°

 

・
湿
潤
単
位
体

積
重

量
 

 
 γ

s
 
 
=1
8
k
N/
m
3 

・
飽
和
単
位
体

積
重

量
 

 
 γ

s
s
t
=2
0
k
N/
m
3 

・
水
中
単
位
体

積
重

量
 

 
 γ

d
 
 
=1
0
k
N/
m
3 

 

④
計

算
結

果
 

 

施
設
 

区
間
 

断
面
 

部
 

材
 

部
材

厚
 

(
m
m
) 

鉄
筋
 

芯
被

り
 

(
m
m
) 

鉄
 

筋
 

量
 

鉄
筋

径
 

ピ
ッ

チ
本

数
鉄

筋
量
 

D
 
(
m
m
) 

@
(
m
m
) 

(
本
)

A
s
(
c
m
2)

7
号
横
断
工
 

Ⅰ
-
2
型
 

B
4
.
3
-
H2
.
4 

頂
版
 

3
0
0 

3
5
 

2
2
 

2
5
0 

4
 

2
6
.
9
4
4 

1
9
 

2
5
0 

4
 

側
壁
 

3
0
0 

3
5
 

1
6
 

12
5 

8
 

1
5
.
8
8
8 

底
版
 

3
0
0 

3
5
 

2
2
 

2
5
0 

4
 

2
6
.
9
4
4 

1
9
 

2
5
0 

4
 

※
上

表
の

配
筋

等
は

参
考

値
で

あ
り
、

同
等

の
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製
品

を
使

用
す

る
も

の
と

す
る
。
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(
6
)  
国

道
５
０

号
設

計
図
 

以
下

の
図

面
を

添
付

す
る

。
 

 
平

面
縦
断

図
 

 
横

断
図
 

 
構

造
図
 

 

-
1
8
-

- 83 -



平
成

年
月

日

内
外

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

株
式

会
社

図
面

番
号

関
東
農

政
局

 栃
木

南
部

農
業

水
利

事
業

所

図
示

平
面
縦

断
図

(7
/
15

)
図
面

名

事
務

所
名

会
社

名

縮
尺

作
成
年
月
日

工
事

名

2
 -

 7
/
15

平
  
面

  
縦

  
断
 
 
図

西
清
水
川
排
水
路
実
施
設
計
等
業
務

平
成
29
年
度

栃
木
南
部
農
業
水
利
事
業

V
U
φ

10
0

呑
口
H
不
明

吐
口
H
=2
1.
16

2
1
.
1
2

2
1.
27

1
0

2
1
7
0

2
1
.
78

呑
口
H
=不

明
吐

口
H
=
2
2.
79

U
φ

10
0

2
2
.
44

T
49

吐
口
H
=
2
2.
21

水
甲

U
φ

15
0

呑
H
2
2
63

駐
)

Uφ
1
00

呑
口
H
=
2
1
9
5

H
=
2
2
80
2)

吐
口
H
=
2
2.
38

A
s

V
U
φ

10
0

吐
口
H
=
2
1
.8
9

H
=
2
2
.8
19
)

H
P
φ

30
0

呑
口
H
=
2
1
94

吐
口
H
=
2
1.
84

呑
口
H
2
1

5

2
1.
95

2
3.
61

H
P
φ

30
0

H
2
1
.9
8

2
0
9
6

（
麦
）

口

2
1.
78

（
麦
）

吐
口
H
=2
1
.9
7

U
 3
00
×
3
00

2
1
.
93

呑
口
H
=
2
2
03

2
2.
15

2
2.
6
0

吐
H
=
2
1
74

ば
ん
ど
う
太
郎

U
φ

10
0

2
2
.
02

（
麦
）

口

呑
口
H
=
2
2
07

H
Pφ

25
0

2
2.
1
9

吐
口
H
=2
2
.1
2

吐
口
H
=
2
1.
97

U
φ
1
50

2
2.
54

T
50

呑
口
H
=
2
2.
28

水
甲
(
φ
1
00
)

Pφ
2
00

U
φ

20
0

2
3.
6
7

呑
口
H
=2
2
57

国道50号バイパス

吐
口
H
=
2
2.
43

2
3
.
58

20

2
3.
7
0

48
吐

口
H
=2
2.
41

2
3
.
5

2238

2
3.
59 T
47

2
3
57

2
2
.
43

2
2
.
64

T
46

呑
口
H
=
2
2
76

吐
口
H
=2
2.
4

U 450×450

石
上
2
00

2
3.
4
9

2
2.
46

2
2
.
63

H
=
2
3
.
07
)

吐
口
H
=
2
2.
62

呑
口
H
=2
2
6

U 450×450

石
の
上
1
99

φ
1
5

2
3
.
48

2
43

2
1
.
27

=
2
3

75

呑
口
H
=
2
2
53

吐
口
H
=2
2.
46

U 450×450

H
Pφ

2
50

石
の
上
19
8

U
φ

2

6
2

2 2
1

2
1
48

H
=
2
3
16
8)

吐
口
H
=
2
2.
11

呑
口
H=
不
明

看
板

U
φ
1
50

U
φ
1
50

2
3.
6
6

呑
口
H
=
2
2
58

2

看
板

Pφ
3
00

V
Uφ

50

3
.
66

吐
口
H
=
2
2.
39

呑
口
H
=不

明

U
φ

30
0

Uφ
10
0

2
1
1
7

呑
口

=
不
明

吐
口
H
=
2
2.
4
9

U
φ

15
0

3
.
75

(
ビ
)

2
2
.
3

吐
口
H
=2
2.
13

2
5
0
0

13
5
0

Uφ
1
50

(
ビ
)

2
.

呑
H

明

U 450×450

2
5
0
0

13
5
0

7

2
1
48

吐
口
H
=
2
2.
22G

暗
渠

呑
口
H
=2
2
5
6

至
 
水
戸

暗
渠

3
.
8

吐
口
H
=2
2
.4
4

至
 
高
崎

呑
口
H
=
2
2.
55

吐
口
H
=2
2
.4
5

2
3
10

呑
口
H
=2
2
4
5

水
甲
(φ

1
00
)

吐
口
H
=2
2
.0
8

V
U
φ
1
50

水
甲
(
φ

10
0)

呑
口
H
=2
2
74

V
U
φ
1
50

T
45

吐
口
H
=2
2.
44

Uφ
15
0

呑
口
H
=2
2
65

吐
口
H
=2
2.
44

H
=
2
3
.0
66
)

呑
口
H
=2
2
6
3

2
2.

8

吐
口
H
=2
2
.4
6

2
2
.
76

呑
口
H
=2
2

V
U

1
呑
口
H
=2
2
3
8

吐
口
H
=2
2
.3
7

U
φ

5
0

吐
口
H
=2
2
3
7

V
U
φ

10

呑
口
H
=
2
2
13

U
φ

15
0

(
ビ
)

吐
口
H
=
2
1.
95

Uφ
10
0

呑
口
H=
不
明

2
2
.
3
8

2
2
.
51

2
2
.
5
3

L=
29

0m
7号

横
断
工

Ⅰ
-2

型
 B

=
2

3
0m

 H
=
2

4
0m

 L
=
24

3
2
m

NO.68+17.650

NO.68+46.650

Ⅰ
-
2型

 B
=2

30
m 

H
=2

40
m 

L
=2

08
.
6m

回
転

場

回
転

場

西
清

水
川

排
水

路

NO.66

NO.67

NO.68

NO.69

NO.70

NO.71

NO.72

NO.65+36.750

NO.66+36.750

NO.67+36.750

NO.68+36.750

NO.69+36.750

NO.70+36.750

NO.71+36.750

NO.67+9.950

NO.68+12.850

NO.68+17.650

NO.68+46.650

NO.69+2.150

3386.750

19.100

3412.850

9.900

2.150

3436.750

21.08

3446.650

22.44

21.18

3452.150

22.54

21.2122.60

21.36

+36.750

22.60

+9.950

22.63

21.24

+36.750

21.27

36.750

+12.850

21.48

9.950

26.800

+36.750

22.15 3336.750

12.850

+46.650

暗
渠

始
点

3359.950

+2.150

W2
50

0 
H1

35
0

22.63

22.76

21.58

21.022.38

+36.750

+36.750

34.600

36.750

3486.750

536.75020.120

20.013

19.940

19.907

19.856

19.801

19.744

19.694

L2
90

00
×

2本

19.928

21.694

21.744

21.801

21.856

21.907

21.928

22.013

22.120

21.940

21.822.51 +36.75036.7503586.75020.22622.226

NO.673350.000 13.250

NO.683400.000 13.250

21.20 3417.650 4.800 +17.650

NO.693450.000 3.350

NO.703500.000 13.250

NO.71550.000 13.250

19.86621.866

20.14822.148

20.04222.042

19.93521.935

19.82921.829

19.72321.723

NO.663300.000 13.25019.61621.616

21.95 36.75022.19 20.98 3286.750 +36.75019.58821.588

DL
=T

P
+1

0.
0
0

1:
5
00

1:100

2
0.

00

現     況計     画

勾
配

河
床

高

右
岸

田
面

高

左
岸

田
面

高

現
況

河
床

高

追
加

距
離

単
距

離

設
計

測
点

曲
線

計
画

水
位

西
清

水
川

排
水

路

Ⅰ
-2

型
 
B=

2
30

m 
H=

2
4
0m

 
L=

2
43

2m
Ⅰ
-
2型

 B
=2

30
m 

H
=2

40
m 

L
=2

0
8

6m
7
号
横

断
工

L=
2
9.

0m

NO.68+46.650

NO.68+17.650

D
s
1

D
c
1

A
s

Dc
1

A
g

T
s

D
c
1

A
g

T
s

左
田
面

高

右
田
面

高

右
岸
堤

防

左
岸
堤

防

計
画
河

床
高

計
画
護

岸
高

計
画
水

位

平
面
図

S=
1
:5

0
0

縦
断
図

V=
1:

1
00

H=
1:

5
00

200 30 4000

4300

4000 2300 500

転落防止柵

L=11.9m

L=11.9m

転落防止柵

20
0

NO.68+11.950
NO.68+11750

20
0 NO.69+2.550

NO.69+2.350

ト
ラ

ン
ジ

シ
ョ

ン
L
=5

7m
ト

ラ
ン
ジ

シ
ョ

ン
L
=5

7m

20
0

NO.68+11.950

NO68+11750

ト
ラ

ン
ジ
シ

ョ
ン

L
=5

.
7m

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

 
N値

0
1
0
2
0

3
0

4
0

5
0

6 1
6

7 8 2
1

2
2

2
1

5
0/
19

3 2 3 5

 
N
O
.
6
8
+
2
6
.
1
0
0

 
2
3
.
01
5m

 
D
e
p
.
=
28
.4
5m

20
0

NO.69+2.550

NO69+2350

ト
ラ

ン
ジ

シ
ョ

ン
L=

5.
7m

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

 
N値

0
1
0
2
0

3
0

4
0
5
0

2 2
8

3
7

2
3

2
6

2
5

4 5 1
1

1
2

1
0

1
0

 
N
O
.
6
9
+
1
5
.
40
0

 
2
2
.
90
5m

 
D
e
p
.
=
25
.4

m
L
=5

0
0m

L
=5

0
0
m

L=
21

0m
L
=9

9m

2
2
61

2
2
96

2
3
16

2
3
16

2
3
75

(
i=

0.
7
0%

)
(i

=
0.

40
%
)

(
Le

v
el

)
(i

=5
.
96

%)

管
理
用

道
路

L=
5

5
m

2
3
59

2
3
63

L
=8

4
6
m

L=
50

0m
2
3
04

2
3
05

(
=0

.7
3
%)

(
i=

0
.7

0%
)

(
i=

0
.0

2%
)

2
3
05

2
3
46

2
3
39

L=
39

82
8m

L=
3
98

2
8
m

21.920

18.518

(国
道

50
号
)

管
理
用
道
路
縦
断
計
画

2000

2400

i
=1
/
47
0 
⊿
h=
3
.4
0
2m

L
=1
5
99
.0
40
m

裏
コ

ン
 2

0c
m

裏
コ

ン
 2

0c
m

6工
区

16
工
区

7工
区

T
s A
c

A
s

A
g

D
s1

D
c1

D
s2

D
g1

D
c2

D
s3

D
g2

盛
土
・
埋
土

沖
積
粘
性
土
層

Ts
層
下
に
一
部
分
布
)

沖
積
砂
質
土
層

Ts
層
下
に
一
部
分
布
)

沖
積
砂
礫
層

Ts
,
Ac
,A
s層

の
下
位
に
分
布
)

洪
積
砂
質
土
層
1
Dc
1層

の
上
部
に
一
部
分
布
)

洪
積
粘
性
土
層
1(
A
g層

の
下
位
に
分
布
)

洪
積
砂
質
土
層
2
Dc
1層

の
下
位
に
分
布
)

洪
積
砂
礫
層
1
Ds
2層

の
下
位
に
分
布
)

洪
積
粘
性
土
層
2
Ds
2層

の
下
位
に
分
布
)

洪
積
砂
質
土
層

3
Dc
2
層
に
狭
在
す
る
)

洪
積
砂
礫
層
2
Dc
2層

の
下
位
に
分
布
)

完 新 世 更 新 世

第 四 紀
1057

-
1
9
-

- 84 -



W
L W

L

W
L

D
L
=1
9
.
0
0

D
L
=1
9
.
0
0

D
L
=1
9
.
0
0

D
L
=1
9
.
0
0

平
成

年
月

日

内
外
エ

ン
ジ

ニ
ア
リ

ン
グ

株
式

会
社

図
面

番
号

関
東

農
政

局
 栃

木
南

部
農

業
水

利
事

業
所

S=
1:

10
0計

画
横

断
図

(1
7
/4

2)
図
面

名

事
務

所
名

会
社

名

縮
尺

作
成
年
月
日

工
事

名

計
 
画

 横
 
断
 
図

S=
1
:
1
0
0

計
画
中
心

現
況
中
心
)

計
画
中
心

現
況
中
心
)

4 
- 

1
7/

4
2

西
清
水
川
排
水
路
実
施
設
計
等
業
務

平
成
29
年
度

栃
木
南
部
農
業
水
利
事
業

計
画
中
心

現
況
中
心
)

計
画
中
心
(現

況
中
心
)

水
路

上
幅

47
7
0

19
35

50
0

50
0

11
30

土
羽

40
00

1 :
1.

5
1:

1.
5

管
理

用
道

路
土

羽

19
94

0

1/
10

 W
L

水
路

下
幅

 2
37

0

2000

2400

W
L

19
86

649
0
0

3
00

43
0
0

30
0

49
0
0

3
00

43
0
0

30
0

35
4
6

34
59

49
0
0

3
00

43
0
0

30
0

35
4
6

34
59

1
9

9
07

19
9
28

23
85

23
85

N
O.
6
8+

30
.
90
0
～

NO
.
69
+
15

.4
0
0

N
O
.
6
9+
 
2
.
1
5
0

N
O
.
6
8+
1
7
.
6
5
0

NO
.
6
8
+
3
6.
7
5
0

N
O
.
6
8+
4
6
.
6
5
0

設
計

測
点 設
計

測
点

設
計

測
点

設
計

測
点

F
H=
19

9
40

N
O
.
6
9+
1
5
.
4
0
0

G
H
=
2
1
48

F
H=
19

8
66

N
O
.
6
8+
3
0
.
9
0
0

G
H
=
2
1
20

F
H=
19

9
07

NO
.
6
9

G
H
=
2
1
24

F
H=
19

9
28

N
O
.
6
9+
 
9
.
9
0
0

G
H
=
2
1.
27

11
85

11
85

注
）
下

段
測

点
は

、
測

量
測

点
を

示
す

。

（
7号

横
断
工
）

（
7
号
横

断
工
）

（
7号

横
断
工
）

2
3

6
3

K
K

K
K

K
K

注
）
K
は
、

境
界

を
示

す
。

3002400300

30001201

3000

2400 300300

3002400300

30001201

ア
ン

ダ
ー

ド
レ

ー
ン

1
1.

5
1 :

1
5

1000 3232

1000 3170

1:
1.

5
:1

.5

1000 3232

1000 3170

:0
5

:0
5

1:0
5

1:0

1 : 0
. 5

1:0
5

-
2
0
-

- 85 -



平
成

年
月

日

内
外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

図
面
番
号

関
東
農
政
局
 
栃
木
南
部
農
業
水
利
事
業
所

S
=
1
:1
0
0

7
号
横
断
工
一
般
図

図
面
名

事
務
所
名

会
社
名

縮
尺

作
成
年

月
日

工
事
名

7
号
横
断
工
一
般
図

西
清

水
川

排
水

路
実

施
設

計
等

業
務

平
成

2
9年

度
栃

木
南

部
農

業
水

利
事

業

T
48

T4
7

H
23

.7
0

H=
23
.
67

5)

平
面

図

呑
口

.5
3

吐
口

H
=2

.1
1

U
φ
1
50

呑
口

H=
2
2
7
6

吐
口

H
2
2.
6
2

U
φ
1
50

P
φ

15
0

呑
口
H
=
不
明

吐
口
H
=
2
2.
13

U
φ

20
0

呑
口

H=
不
明

吐
口
H
=2
2
.2
2

下
流
側

断
面

図

D
L
=
1
9

00

N
O
.
6
8
+
1
7
.6
5
0

10.00°

1000°

1000° 10 00°

NO68+17650

NO.69+9.9

1
9

8
7

2
2

5
74
9
00

3
0
0

4
3
00

3
0
0

300 4300 300

7
号
横
断
工
 
L
=
29
.
0
m

NO.68+46.650

NO.68+32.150

3
0
0

2
8
4
00

3
0
0

中
央
部

断
面
図

D
L
=
1
9
.
0
0

N
O
.
6
8
+
3
2
.
15
0

(
N
O
.
6
9)

1
9
9
0

2
2
6
0

4
9
0
0

3
00

4
3
0
0

3
0
0

3000

3002400300

3000

300 2400 300

1:
1.
5

1:
1.
53
5
46

3
4
59

1500

1500

上
流

側
断

面
図

D
L
=
1
9
0
0

N
O
.
6
8
+
4
6
.
6
5
0

1
9
9
3

2
2
6
34
9
0
0

3
00

4
3
0
0

3
0
0

3000
924 300 2400 300

1
1.
5

1:
1.
53
5
4
6

3
4
5
9

1400

1400

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
 
L
=5
.
7
m

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
 
L
=5
.
7
m

国道50号BP

23
.
67

23
.5

7
23

5
7

2
3.

66

25
0
0×

13
50

25
0
0×

13
50

暗
渠

23
8
7

暗
渠

50 50 50 80 200

430

国
道
5
0
号
B
P
舗
装

構
成
図

表
層
：
改
質
I
I
型
密
粒
度
As

中
 
間
 層

：
再
生
粗
粒
度
A
s

基
層
：
再
生
粗
粒
度
A
s

上
層
路
盤
：
瀝
青
安
定
処
理
材

下
層
路
盤
：
ｸ
ﾗ
ｯｼ

ｬｰ
ﾗ
ﾝ
 C
-
4
0

S
=
1
:1
0

430 494

1201

1201

(
車
道
舗
装
厚
)

(
歩
道
高
)

(
歩
道
高
)

(
車
道
高
)

縦
断

図

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

止
水
壁

止
水
壁

90
.0
0

90
.0
0°

NO.69

NO.68+36.750

NO.68+12.850

NO.68+17.650

NO.68+46.650

NO.69+2.150

NO68+11950

NO69+2350

4.600

3412.850

9.900

2.150

3436.750

3446.650

3452.150

21.36

21.24

21.27

+12.850

21.48

+36.750

12.850

+46.650

+2.15019.940

19.907

19.856

19.928

21.20 3417.650 4.800 +17.650

NO.693450.000 3.350

19.866

19.935

D
1

D
1

A
s

A
g

T
s

g

Ts

D
L
=
T
P
+1
3
.
0
0

1
:
1
00

1:1002
0
.
0
0

勾
配

計
画
河
床
高

現
況
河
床
高

追
加
距
離

単
距
離

測
点

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

 N
値

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6 16 7 8 21 22 21 50
/1

9

3

 N
O

68
+2
6

1
0

 2
3.

01
5m

 D
ep

.=
28
.
45

m

NO68+17650

7
号
横
断
工
 
L
=2
9
.
0
m

NO.68+46.650

3
0
0

2
8
4
00

3
00

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
 L
=5
.
7m

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
 L
=5
.
7m

+11950

NO69+2350

21.23 3432.150 14.500 +32.15019.897

NO.68

止
水
壁

止
水
壁

i
=
1
/
4
7
0

L
=
1
5
5
9
.
0
4
0
m

i=
1

47
0

NO.68

18.518

21.920

S
=
1
:
1
00

(B
)
4
.
30
m
×
(
H
)
2
.4
0
m

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
込
用
 

転
落
防
止
柵

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
込
用
 

転
落
防
止
柵

L
=
1
1
.
9
m

転
落
防
止
柵
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
込
用
 

L
=
1
1.
9m

転
落
防
止
柵
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
込
用
 

1
8
 
-
 
1
/1

舗
装
復
旧

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁

転
落
防
止
柵
基
礎

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁

転
落
防
止
柵
基
礎

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

 N
値

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

2 28 37 23 26 25 4 5 11

 
NO

69
+1

5
4
00

 2
2
.9

05
m

 D
e
p.

=2
5.
4
5m

計
画
中
心

(
現
況
中
心
)

計
画
中
心

(
現
況
中
心
)

計
画
中
心

(
現
況
中
心
)

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
00

2
0
0
0

9
0
0

1
5
4
6

1
4
5
9

2
0
0
0

2
0
00

2
0
0
0

2
0
0
0

9
0
0

1
5
4
6

1
4
5
9

1:0
.5

1:0
.5

1:0
5

1:0
5

Ts Ac As Ag Ds
1

Dc
1

Ds
2

Dg
1

Dc
2

Ds
3

Dg
2

盛
土

・
埋

土

沖
積

粘
性

土
層

(
Ts
層

下
に

一
部

分
布

)

沖
積

砂
質

土
層

(
Ts
層

下
に

一
部

分
布

)

沖
積

砂
礫

層
(
Ts

,A
c
,A

s層
の

下
位

に
分

布
)

洪
積

砂
質

土
層

1
Dc

1層
の

上
部

に
一

部
分

布
)

洪
積

粘
性

土
層

1
Ag

層
の

下
位

に
分

布
)

洪
積

砂
質

土
層

2
Dc

1層
の

下
位

に
分

布
)

洪
積

砂
礫

層
1

D
s2
層

の
下

位
に

分
布

)

洪
積

粘
性

土
層

2
Ds

2層
の

下
位

に
分

布
)

洪
積

砂
質

土
層

3
Dc

2層
に

狭
在

す
る

)

洪
積

砂
礫

層
2

D
c2
層

の
下

位
に

分
布

)

完 新 世 更 新 世

第 四 紀

-
2
1
-

- 86 -



平
成

年
月

日

内
外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

図
面
番
号

関
東
農
政
局
 栃

木
南
部
農
業
水
利
事
業
所

図
示

西
清

水
川

排
水

路
実

施
設

計
等

業
務

7
号
横
断
工
構
造
図
(
1/
2
)

平
成

29
年

度
栃

木
南

部
農

業
水

利
事

業

図
面
名

事
務
所
名

会
社
名

縮
尺

作
成
年
月
日

工
事
名

300 2400 300

3000 20
200

250

敷
モ
ル
タ
ル

均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト

基
 
礎
 
材

1
0
0

4
9
00

5
1
00

1
00

80

φ
36

300

3
00

3
00

4
3
00

3
00

4
9
00

10
0

13
5 12

0

80

φ
3
6

2
50

ア
ン
カ
ー
プ
レ
ー
ト
9
0x
9
0

P
C鋼

棒
φ
1
3

シ
ー
ス
穴
φ
36

グ
リ
ッ
ド
筋
φ
6

ナ
ッ
ト

標
準

断
面

図
S
=
1
:5
0

定
着
部

詳
細
図

S
=
1
:1
0

P
 
C 
鋼
 棒

φ
1
3
 B
種
 1
号

延
長

締
め
付
力

区
間
数

縦
締
め
区
間

k
N

k
N

k
N

6
0.
00

1 2 3

合
計

9
0.
00

6
0.
00

1
.5
00

1
.2
50

1
.0
00

1
7 1 1 1
9

m m m

P
C
縦

締
め

材
料
表

グ
ラ
ウ
ト

ア
ン
カ
ー
プ
レ
ー
ト

1
36 8 8

1
52

0
.1
0
0

0
.0
0
5

0
.0
0
4

0
.1
0
9

一
式

当
り

9
0×

9
0
×
1
9

1
3
6 8 8

1
5
2

m
×

m
× ×

m

1
07
.2
00

1
.4
50

1
.2
00

0
.9
50

 本
6
8 4 
本  本4 m

m
3

m
3

m
3

m
3

ナ
ッ
ト
,

ワ
ッ
シ
ャ
ー

組 組 組 組

枚 枚 枚 枚

7
-1

7
-
5

7
-
10

7
-
1
5

7
-
1
9
7
-
20

7
-1

7
-
5

7
-
10

7
-
1
5

7
-
1
9
7
-
20

D
L=
T
P
+1
6
.
00

▽
1
9
8
7

▽
19

93

NO
.6
8+
17
.6
50

NO
.6
8+
46
.6
50

1
5
0
0

1

1
5
0
0

1

1
5
001

1
5
0
0

1

1
5
001

1
5
001

1
5
001

1
5
001

1
5
0
0

1

1
5
001

1
5
0
0

1

1
5
0
0

1

1
5
0
0

1

1
5
001

1
5
001

1
5
001

1
5
001

1
2
5
0

2

1
0
0
0

3

1
8
@
15
0
0
=2
7
0
00

2
分
割
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
 
H
)2
40
0×

B
)4
30
0 
T
-2
45
 
L=
29
0
00

2
@
1
00
0
=
20
0
0

水
 
 流

1
8
@
15
0
0
=2
7
0
00

2
分
割
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
 
H
)2
40
0×

B
)4
30
0 
T
-2
45
 
L=
29
0
00

2
@
1
00
0
=
20
0
0

水
 
 流

※
製

品
1本

に
つ

き
伸

び
を

5m
m
考

慮
す
る

。

1
5
0
0

1

1
5
0
0

1

1
5
001

1
5
0
0

1

1
5
001

1
5
001

1
5
001

1
5
001

1
5
0
0

1

1
5
001

1
5
0
0

1

1
5
0
0

1

1
5
0
0

1

1
5
001

1
5
001

1
5
001

1
5
001

1
2
5
0

2

1
0
0
0

3

側
面
図

S
=1
:1
00

平
面
図

S
=1
:1
00

NO6836.750

NO.68+17.650

NO.68+46.650

200
80
5
50
50

下
層
路
盤
工

ｸ
ﾗｯ
ｼｬ
ｰﾗ
ﾝ 
C
-
40
 
t=
20
c
m

上
層
路
盤
工

瀝
青
安
定
処
理
材
 t
=8
c
m

基
層
工

再
生
粗
粒
度
ア
ス
コ
ン
 t
=5
c
m

中
間
層
工

再
生
粗
粒
度
ア
ス
コ
ン
 
t=
5
cm

表
層
工

改
質
II
型
密
粒

度
ア
ス
コ
ン
 t
=
5c
m

(
B)

4.
3
0
m×

(H
)
2
.4

0m

路
面

1
9
 
-
 
1/
2

設
計
基
準
強
度

均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト

1
8-
8
-
25
 
高
炉
B

7
号
横
断
工

構
造
図

(
1
/2
)

ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ー
ン

3
50
×
4
00

(
単
粒
度
砕
石
4
号
30
～
20
mm
)

サ
イ
ド
ド
レ
ー
ン

3
00
×
3
00

(
単
粒
度
砕
石
4
号
3
0
～
2
0m
m
)

ウ
ィ
ー
プ
ホ
ー
ル
I型

(
φ
50
,側

壁
)

※
ウ
ィ
ー
プ
ホ
ー
ル
は
、
2
.5
m
に
一
ヶ
所
設
置
す
る
。

※
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ー
ン
は
、
水
路
底
幅
5
.0
mご

と
に
最
小
1
列
設
置
す
る
。

※
ウ
ィ
ー
プ
ホ
ー
ル
は
、
壁
高
の
1
/3
程
度
と
す
る
。

※
ウ
ィ
ー
プ
ホ
ー
ル
設
置
に
お
い
て
、
鉄
筋
と
干
渉
す
る
場
合
は
設
置
位
置
を
ず
ら
す
事
。
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4
. 国

道
５
０
号
横
断
工
施
工
計
画
 

(
1
) 
施

工
上
の

注
意

点
 

①
 
交
差

道
路
 

排
水

路
と

交
差

す
る

道
路

は
国

道
５
０

号
で

あ
り

、
交

通
量

が
多
く

地
区

の
幹

線
道

路
と

し
て
機

能
し

て
い

る
。
 

幹
線

道
路

に
つ

い
て

は
仮

廻
し

道
路
等

を
計

画
す

る
も

の
と

し
、
交

通
を

確
保

し
つ

つ
工

事
を
行

え
る

よ
う

に
す

る
も

の
と
す

る
。
 

 

②
 
支
障

物
件
 

国
道

５
０

号
横

断
工

の
下

流
右

岸
（
N
O
.
68
）
に

は
、

レ
ス
ト

ラ
ン
が

あ
り

、
こ

れ
ら

に
極

力
影
響

の
無

い
施

工
計

画
と

す
る
。
 

ま
た

、
工

事
の

影
響

を
受

け
る

ポ
ン
プ

施
設

に
つ

い
て

は
、

補
償
対

象
と

す
る

。
 

 

③
 
騒
音

対
策
 

レ
ス

ト
ラ

ン
が

あ
る

た
め

施
工

時
に
は

、
低

騒
音

型
・

低
振

動
型
建

設
機

械
を

使
用

す
る

な
ど
し

て
、

騒
音

対
策

に
配

慮
す
る

も
の

と
す

る
。
 

 

④
 
低
温

対
策
 

当
該

地
域

は
、

冬
季

に
気

温
が

5
℃
未

満
に

な
る

こ
と

が
考

え
ら
れ

る
た

め
、

気
象

状
況

に
よ
っ

て
は

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
養
生

に
つ

い
て

、
練

炭
や

ジ
ェ
ッ

ト
ヒ

ー
タ

ー
な

ど
の

使

用
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 

⑤
 
進
入

路
検

討
 

施
工

箇
所

へ
の

進
入

路
は

、
排

水
路
沿

い
に

設
置

す
る

工
事

用
道
路

を
利

用
す

る
。
 

道
路

網
図

を
次

頁
に

示
す

。
 

 

⑥
 
工
事

期
間
 

排
水

路
と

交
差

す
る

道
路

は
国

道
５
０

号
で

あ
り

、
交

通
量

が
多
く

地
区

の
幹

線
道

路
と

な
っ
て

い
る

た
め

、
工

事
期

間
は
１

年
を

基
本

と
す

る
。

 

ま
た

、
排

水
路

工
事

は
、

非
か

ん
が
い

期
（

１
０

月
～

３
月

～
に
施

工
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

-
2
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(
2
)  
施

工
方
法

比
較

検
討
 

国
道

５
０

号
横

断
工

の
施

工
に

つ
い
て

は
以

下
の

3
案

に
つ

い
て
比

較
検

討
を

行
っ

た
。

 

  
ケ

ー
ス

1：
1
期

施
工

、
仮
廻

し
道
路

案
 

 
 

ケ
ー
ス

2
：
2
期
施

工
、
仮

廻
し
道

路
案
 

 
 

ケ
ー
ス

3
：
2
ヶ
年

施
工
、

本
線
シ

フ
ト

案
 

  
次

頁
に

、
国

道
５

０
号

横
断

工
法
比

較
検

討
一

覧
表

を
示

す
。
 

 

-
2
6
-
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・
国

道
全

線
を

切
回

し
道

路
に

よ
り

迂
回

さ
せ

、
開

削
工

法
に

て
施

工
す

る
案

で
あ

る
。

・
ボ

ッ
ク

ス
を

2
期

に
分

け
て

施
工

し
、

そ
れ

に
合

わ
せ

て
1
次

施
工

で
は

国
道

を
東

行
き

車
線

の
切

回
し

、
・
国

道
敷

地
内

に
て

本
線

シ
フ

ト
を

行
い

車
両

の
通

行
を

確
保

し
、

開
削

工
法

に
て

施
工

す
る

案
で

あ
る

。

・仮
設

道
路

横
断

部
に

は
水

路
内

に
仮

設
パ

イ
プ

（φ
11

00
）を

設
置

す
る

。
2次

施
工

時
は

全
線

切
回

し
に

よ
り

迂
回

さ
せ

、
開

削
工

法
に

て
施

工
す

る
案

で
あ

る
。

・
ボ

ッ
ク

ス
施

工
時

に
は

ボ
ッ

ク
ス

東
側

に
仮

設
パ

イ
プ

（φ
1
1
0
0）

を
切

廻
し

て
仮

排
水

を
行

う
。

・
ボ

ッ
ク

ス
施

工
時

に
は

ボ
ッ

ク
ス

東
側

に
仮

廻
し

水
路

（
素

掘
り

）を
切

回
し

て
仮

排
水

を
行

う
。

・
仮

設
道

路
横

断
部

に
は

水
路

内
に

仮
設

パ
イ

プ
（φ

1
1
0
0）

を
設

置
す

る
。

・
ボ

ッ
ク

ス
施

工
時

に
は

ボ
ッ

ク
ス

東
側

に
仮

廻
し

水
路

（
素

掘
り

）
を

切
回

し
て

仮
排

水
を

行
う

。

計
画

流
量

Q
1
/
1
0
=
1
8.

3
3
(m

3/
s)

設
計

速
度

V
=6

0
(k

m
/
h
)

計
画

流
量

Q
1
/
1
0
=
1
8
.3

3
(m

3
/s

)
設

計
速

度
V

=
60

(k
m

/h
)

計
画

流
量

Q
1
/
1
0
=1

8
.3

3(
m

3
/
s)

設
計

速
度

V
=
6
0(

km
/
h)

流
下

能
力

(新
設

B
O

X
)

Q
=
30

.8
(m

3/
s)

最
小

曲
線

半
径

R
=
12

0
(m

)(
特

例
値

)
流

下
能

力
(新

設
B

O
X
)

Q
=
3
0.

8
(m

3
/s

)
最

小
曲

線
半

径
R

=
1
20

(m
)(
特

例
値

)
流

下
能

力
(新

設
B

O
X
)

Q
=
3
0
.8

(m
3
/
s)

車
道

幅
員

3
.5

0
m

×
4

-
-

車
道

幅
員

4
.5

0
m

×
4
（
拡

幅
含

む
）

-
-

車
道

幅
員

4
.5

0
m

×
4
（
拡

幅
含

む
）

-
-

本
線

シ
フ

ト
量

3.
0
0
m

仮
設

水
路

流
量

Q
=
0
.9

5
8
(m

3/
s)

歩
道

幅
員

1
.0

0m
×

2
(両

側
)

仮
設

水
路

流
量

Q
=
0
.9

58
(m

3
/s

)
歩

道
幅

員
1
.0

0
m

×
2
(両

側
)

仮
設

水
路

流
量

Q
=0

.9
5
8(

m
3
/
s)

本
線

シ
フ

ト
長

3.
0
0
*6

0
/
2=

9
0
m

延
長

(B
O

X
)

L
=
2
9
(m

)
延

長
L
=
46

0
(m

)
延

長
(B

O
X
)

L
=2

9
(m

)
延

長
L
=
1
90

(m
)

延
長

(B
O

X
)

L
=
29

(m
)

国
道

50
号

B
P

国
道

5
0号

B
P

市
道

40
5
4
号

線
,北

側
市

道
4
05

4
号

線
,北

側

市
道

40
5
4
号

線
,南

側
(道

の
駅

出
入

口
)

市
道

4
05

4
号

線
,南

側
(道

の
駅

出
入

口
)

・
開

削
工

法
に

よ
る

一
般

的
な

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

施
工

の
た

め
、

施
工

性
は

良
い

。
・
開

削
工

法
に

よ
る

一
般

的
な

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

施
工

の
た

め
、

施
工

性
は

良
い

。
・
開

削
工

法
に

よ
る

一
般

的
な

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

施
工

で
あ

る
。

・ボ
ッ

ク
ス

施
工

は
分

割
せ

ず
に

一
連

で
行

う
の

で
施

工
性

が
良

い
。

・
非

か
ん

が
い

期
(1

0月
～

3
月

)で
の

施
工

が
可

能
で

あ
る

。
・
本

線
シ

フ
ト

は
国

道
敷

地
内

で
の

計
画

で
あ

る
た

め
、

借
地

も
少

な
く
周

辺
へ

の
影

響
が

ほ
と

ん
ど

無
い

。

・
切

回
し

道
路

の
延

長
が

長
い

た
め

借
地

が
多

く
な

り
、

交
差

点
や

道
路

情
報

板
な

ど
周

辺
へ

の
影

響
が

・
2
期

施
工

と
す

る
た

め
施

工
ス

テ
ッ

プ
が

多
く
な

り
、

車
線

切
替

手
間

や
施

工
手

間
が

多
く
な

る
。

・
国

道
敷

地
内

施
工

と
す

る
た

め
施

工
ス

テ
ッ

プ
が

最
も

多
く
、

車
線

切
替

手
間

や
施

工
手

間
が

多
く
な

る
。

最
も

多
い

。
・
切

回
し

道
路

を
設

置
す

る
た

め
、

周
辺

へ
の

影
響

が
あ

る
。

・
ス

テ
ッ

プ
毎

の
施

工
ス

ペ
ー

ス
が

狭
い

た
め

、
施

工
が

困
難

で
あ

る
。

・交
差

点
2箇

所
及

び
道

路
情

報
板

へ
の

影
響

が
あ

り
関

係
機

関
と

の
協

議
が

必
要

と
な

る
。

・交
差

点
1箇

所
へ

の
影

響
が

あ
り

、
関

係
機

関
と

の
協

議
が

必
要

と
な

る
。

・
西

側
の

信
号

交
差

点
に

シ
フ

ト
長

が
若

干
影

響
す

る
。

※
特

に
西

側
の

信
号

交
差

点
は

切
り

回
し

に
よ

り
新

規
交

差
点

と
な

る
た

め
、

交
差

点
設

計
も

必
要

で
あ

る
。

 
・
仮

排
水

管
設

置
と

函
渠

設
置

の
2ヶ

年
施

工
と

な
る

。

・非
か

ん
が

い
期

(1
0月

～
3月

)で
の

施
工

が
難

し
い

。

施
工

期
間

仮
廻

し
道

路

供
用

期
間

1次
施

工
(片

側
仮

廻
し

)：
67

日

2次
施

工
(全

線
仮

廻
し

)：
60

日

本
設

工
事

費

仮
設

工
事

費

諸
経

費

工
事

費
計

借
地

費

合
計

(千
円

)
(1

式
当

り
)

 
 6

1
,2

3
0 

千
円

(1
年

目
)仮

排
水

管
設

置
：
約

4ヶ
月

(1
24

日
)+

(2
年

目
)函

渠
設

置
：約

6
ヶ

月
(1

6
5日

)

仮
廻

し
道

路
諸

元

西
側

交
差

点
(信

号
制

御
有

)
※

市
道

諸
元

は
現

況
よ

り
推

定

概
 要

 図

水
路

諸
元

本
線

シ
フ

ト
計

画
諸

元

 
 3

6,
7
1
0
 千

円

 
 6

2,
2
2
0
 千

円

約
6
ヶ

月
（
16

9
日

）

△

西
清

水
川

排
水

路
国

道
5
0
号

横
断

工
法

比
較

検
討

一
覧

表

西
側

交
差

点
(信

号
制

御
有

)
※

市
道

諸
元

は
現

況
よ

り
推

定

第
3
種

第
1
級

、
V

=
8
0
km

/
h
、

右
折

車
線

有
(W

=
3
.0

m
)、

滞
留

長
3
0
m

、
テ

ー
パ

ー
長

6
0
m

第
3
種

第
5級

、
V

=2
0
km

/h
、

W
=
4
.0

m
(1

車
線

道
路

)、
付

加
車

線
無

第
3
種

第
3級

、
V

=4
0
km

/h
、

W
=
3
.0

m
(標

準
部

)
右

折
車

線
有

(W
=3

.0
m

)、
滞

留
長

30
m

、
テ

ー
パ

ー
長

2
0
m

( 
1
.7

1
 )

 
 1

45
,2

0
0 

千
円

( 
1.

00
 )

○

ケ
ー

ス
3 

； 
 2

年
施

工
(本

線
シ

フ
ト

案
)

開
削

工
法

：プ
レ

キ
ャ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
 W

4
.3

m
×

H
2
.4

m
＋

国
道

5
0
号

本
線

シ
フ

ト

水
路

諸
元

・経
済

性
は

ケ
ー

ス
2と

同
等

で
あ

る
。

・
周

辺
環

境
へ

の
影

響
は

最
も

少
な

い
。

・
仮

排
水

管
設

置
と

函
渠

設
置

の
２

ヶ
年

施
工

と
な

る
。

約
3
ヶ

月
 （

8
5
日

）

 
 1

45
,0

8
0 

千
円

開
削

工
法

(分
割

2
期

施
工

）
：
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

 W
4
.3

m
×

H
2.

4
m

＋
仮

回
し

道
路

約
4
ヶ

月
（
12

7
日

）

 
 1

2
0
 千

円

 
 3

5
,3

50
 千

円

仮
廻

し
道

路
諸

元
水

路
諸

元

 
 3

5
,4

9
0 

千
円

 
 4

8
,3

6
0 

千
円

 
 2

4
7
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前
頁

の
比

較
検

討
一

覧
表

か
ら

、
各
ケ

ー
ス

の
評

価
の

み
を

抽
出
す

る
と

、
表

4.
1
の
と

お
り
と

な
る

。
 

 

表
4
.
1 
西
清

水
川

排
水

路
 
国

道
５
０

号
横

断
工

法
 

比
較

検
討
整

理
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項
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ケ
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２
 

ケ
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３
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辺
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２
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○
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ボ
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カ
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バ
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せ
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ボ
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２

期
に

分
け

施
工

）
 

×
（

ボ
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が
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○
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×
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２
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×
 

○
 

○
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評
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×
 

○
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２
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３
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２
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。

今
回

の
委

員
会

で
は

、
ケ
ー

ス
２
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え
方

に
つ
い

て
検

討
を

お
願

い
し

た
い
。
 

 

(
2
.
1
) 国

道
５
０
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③
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近
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①
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③
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。
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